
    

2005 年 3 月 22 日

                                                      双日システムズ株式会社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　双　日　株　式　会　社

双日システムズ、Authenex社の日本総代理店として本格販売開始

～米国発エンドポイントセキュリティ製品、日本初登場～

　双日グループＩＴソリューション子会社である双日システムズ株式会社（本社：東

京都品川区、代表取締役社長：小幡　和徳、以下ＳＳＣ）は、米国におけるエンドポ

イントセキュリティ製品大手メーカー、Ａｕｔｈｅｎｅｘ社（オーセネクス社　本社 :

米国カリフォルニア州ヘイワード、ＣＥＯ : ポール・リン）の日本総代理店として、

日本市場における本格的営業展開を行うことで合意しました。

個人情報がデジタル化され、インターネットが広く普及した現在、ノートＰＣの盗

難や紛失、そして社外からの不正アクセスなどによる情報漏洩の事故は後を絶たず、

ネットワーク上のエンドポイントであるＰＣへのセキュリティニーズはますます高ま

っています。さらに、個人情報保護法の施行に伴って、多くの企業が脆弱なセキュリ

ティ体制からの脱却を図るべく、強固なセキュリティソリューションを求める声が強

くなってきています。

ＳＳＣでは、米国において、金融、ヘルスケア、行政などの分野で、高い導入実績

を上げているＡｕｔｈｅｎｅｘ社のエンドポイントセキュリティ製品を、ハードウェ

アベースでの認証トークン、高い汎用性、充実した管理システムを持つ競争優位性を

備えた製品と分析し、今回日本市場への本格導入を決定しました。ＳＳＣが持つ商社

機能とセキュリティ技術・ノウハウのコラボレーション第一弾となります。

ＳＳＣでは、まず、ハードウェア処理ベースで強固な認証セキュリティを実現する

Ａｕｔｈｅｎｅｘ社「ＡＳＡＳ」を３月２２日より販売開始します。ＡＳＡＳはＶＰ

Ｎなどのリモート認証、Ｗｅｂ認証、ＬＡＮ認証等のさまざまなアクセスに対し、Ｕ

ＳＢトークンによる二因子認証技術及びＡＥＳ暗号化アルゴリズムを使用した強固な



    

セキュリティを実現する認証システムです。また、同社の暗号化製品等との組み合わ

せも可能で、これは既存のシステムにはない大きなメリットです。例えば同社「ＨＤ

Ｌｏｃｋ」は、エンドポイントであるＰＣのハードディスクドライブを暗号化し、保

護する製品です。これらを含め、今後ますます充実する製品ラインナップをニーズに

応じて組み合わせて利用することができ、より一層のセキュリティ強化が図れること

になります。ＳＳＣは今回の販売開始と同時に日本国内における代理店の募集も行い、

２００５年度約６万本、２００６年度には約１２万本を販売する見込みです。

ＳＳＣは旧ニチメンで培ってきた商社機能の強み×セキュリティ関連資産の融合と

いう図式で、さらなる事業展開、事業拡大を図ります。今後もＡｕｔｈｅｎｅｘ社製

品をはじめとした付加価値の高いセキュリティ製品を提供し、日本の情報セキュリテ

ィレベルの底上げに貢献するとともに、その他の情報通信関連の製品・サービス事業

もＳＳＣ国際事業ならではの視点と強みをもって積極的に立ち上げていきます。

ＡＳＡＳの主な特徴は次の通りです。

強固なセキュリティ

１）二因子認証技術を標準搭載

正規ユーザーの判別に、「Ａｕｔｈｅｎｅｘ Ａ－Ｋｅｙ（ＵＳＢトークン）」、「パスワ

ード」の２つの要素を用いた二因子認証技術を採用しているため、強固な認証システ

ムを構築できます。

※二因子認証とは、２つの要素からなる認証手段を必要とすることにより、特定のリ

ソース、またはデバイスへのアクセスを制御するセキュリティ技術です。

例）銀行のＡＴＭなど

＊カードと暗証番号の二因子認証

２）認証方法

ＡＥＳ１２８Ｂｉｔの暗号化アルゴリズムを利用したシェアード・シークレット（対

称鍵）認証方式を標準搭載しています。

３）ＰＳＳ（Ｐｒｉｖａｔｅ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｓｅｃｒｅｔ）

Ａ－Ｋｅｙ（ＵＳＢトークン）は開発段階で組み込まれた独自の秘密共有鍵を持って

いるため、強固なセキュリティが実現できます。



    

４）ＡＳＡＳデータベースのセキュリティ強化

データベースにある重要なデータは１２８ＢｉｔのＡＥＳで暗号化されています。Ａ

－Ｋｅｙはサービス起動時に暗号鍵（シェアード・シークレット）を動的に作成しま

す。また、管理者設定のシェアード・シークレットにより他人のアクセスを確実に制

限します。

５）ワンタイムパスワードサポート

トークンと呼ばれる生成器（ここではＡ－Ｋｅｙ）で使い捨てのパスワードを生成し、

トークンと認証を行うサーバで構成される認証方式です。

運用・管理

１）容易な導入と管理

導入、管理、運用が非常に容易です。また、時刻同期化や磁気カードなどの専用の読

み取り装置が必要ないため、業務管理費用などの経費を削減することが可能です。

２）既存のインフラ基盤に対応

ＲＡＤＩＵＳ、ＬＤＡＰ、ＴＣＰ／ＩＰに対応しているため、既存のＶＰＮやＦ／Ｗ、

ＬＡＮとの連携が可能です。

３）あらゆるサードパーティー製品に対応

Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ、Ｃｉｓｃｏ、Ｃｈｅｃｋ　Ｐｏｉｎｔ、Ｎｏｒｔｅｌをはじめ

とするサードパーティー製品との接続に対応しています。

４）管理コンソール

ＡＳＡＳの管理はＷＭＣ（Ｗｅｂ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｃｏｎｓｏｌｅ）にて安

全に管理することが可能です。管理者専用のＡ－Ｋｅｙを利用することでＷＭＣへの

アクセスを制限します。

５）ＲＡＤＩＵＳの冗長性

ＶＰＮやＦ／Ｗは多数のＲＡＤＩＵＳサーバを指定することが可能です。ＶＰＮやＦ

／ＷがプライマリのＲＡＤＩＵＳサーバと接続できない場合、ＡＳＡＳサーバは冗長

性を備えているため、セカンダリＲＡＤＩＵＳサーバ経由でユーザー認証を行います。



    

【双日システムズ株式会社の会社概要】

設立 ：１９８５年５月４日

資本金 ：１億１千１百万円

株主 ：双日株式会社　１００％出資

社員数 ：２８０名（他に常勤業務委託者７５名）

本社所在地 ：東京都品川区南品川２－２－１０

売上高 ：５６億８千６百万円（２００４年３月期）

主な事業内容　　：ＮＷソリューション事業、ＳＩ・ＳＭソリューション事

業、国際事業

【Ａｕｔｈｅｎｅｘ社の会社概要】

設立 ：２０００年３月２日

資本金 ：２０百万ドル

社員数 ：７０名

本社所在地 ：米国　カリフォルニア州ヘイワード

主な事業内容 ：セキュリティ製品の開発・販売

【本件に関する問い合わせ先】

双日システムズ株式会社　国際事業本部　ネットワークセキュリティ部　松浦

ＴＥＬ：０３－３４７１－９３６２



    

動作環境

●仕様

暗号化 AES128Bit
認証 ASAS 専用認証（USB 認証）

プロトコル RADIUS、TCP/IP、LDAP

●ASAS Server システム要件

Windows 2000 Server(SP3)以上OS
Windows Server 2003

メモリ 512MB 以上

HDD 200MB 以上の空き容量

DB Microsoft SQL Server 2000,MSDE
●WMC システム要件

Windows 2000 Server,ProfessionalOS
Windows XP

メモリ Internet Explorer 6.0 以上

●ASAS Client システム要件

Windows 98
Windows NT
Windows 2000

OS

Windows XP
その他 TYPE-A の USB

●対応システム

Micorsoft Daiul-up
Netscreen-Remote
Check Point Secure Remote（近日対応予定）

Cisco VPN（近日対応予定）

Nortel RW（近日対応予定）

F/W,VPN

SSL VPN
IIS（近日対応予定）Web
Citrix Web Interface 3.0（近日対応予定）

Active Directoryその他
Meta IP


